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国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
イノベーション推進部 プラットフォームグループ

この資料は、「ＳＢＩＲ推進プログラム」事業への応募をご検討されている事業者のみなさまに
最低限必要な重要情報を記載しております。

応募に際しては、公募要領をはじめとする関係書類を熟読ください。

2023年度
ＳＢＩＲ推進プログラム（一気通貫型）

公募説明会資料
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１．事業の背景と目的

ＳＢＩＲ推進プログラム
国の設定する課題（調達ニーズ、社会課題）の解決に資する技術
を有する者を公募で募り、革新的な技術の概念実証や実現可能性
調査を支援するとともに（フェーズ１）、フェーズ１で得られた成果
等を前提として当該者が事業化に向けて取り組む研究開発を支援す
る（フェーズ２）ものです。

日本版ＳＢＩＲ(Small Business Innovation Research)制度
多様化する社会課題の解決に貢献する研究開発型スタートアップ等を支援
内閣府を司令塔として省庁横断的に実施する制度

p.6-7
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２．事業の内容 p.8

今回の
公募対象
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3. 応募対象事業者の要件

（１）日本に登記されているスタートアップ・中小企業等であること

（２）原則として、創業から15 年以内の中小企業等を応募対象者の目安としています。
ただし、技術の態様や調達ニーズ等に応じて、個別に対応することがあります。

（３）事業に必要な技術、資金、管理体制等を有していること

（４）前職の離職時に前職と結んだ念書・誓約書等の制限条項に抵触していないこと

（５）反社会的勢力、あるいはそれに関わる者との関与がないこと

学術機関等は共同研究先として参画可能
大企業や海外企業・海外機関等は、共同研究先として費用計上できません。

p.9-11
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４．対象となる研究開発課題
2023年度 研究開発課題一覧
一気通貫型

研究開発課題
実施機関

ニーズ元NO.
フェーズ２フェーズ１

鉄スクラップに混入した不純物の検知・特定・定量化・除去等に関する技術の開発NEDONEDO経産省１．
民間宇宙活動で推進する産業発展及び国際競争力強化に資する技術開発NEDONEDO経産省２．
高齢者の自立支援や介護者の負担軽減等に資する福祉機器の開発NEDONEDO経産省３．
航空機の脱炭素化に資する運航ルート最適化技術NEDONEDO経産省４．
CO2 排出量を削減する次世代の高効率物流を実現するドローン技術の開発NEDONEDO経産省5．
プラント・建設物等の屋内点検の省人化・高精度化を実現する技術の開発NEDONEDO経産省6．

連結型

研究開発課題
実施機関

ニーズ元NO.
フェーズ２フェーズ１

多様化する障害像を踏まえた汎用性のある自立支援機器の開発厚労省NEDO厚労省ア．
食品産業の生産力強化に資するスマート研究開発BRAINNEDO農水省イ．
海の次世代モビリティによる沿岸・離島地域の課題解決国交省NEDO国交省ウ．
造船所の生産性向上に関する研究開発国交省NEDO国交省エ．
IoT等の活用による内航近代化に係る研究開発国交省NEDO国交省オ．

加工食品の輸出促進のための賞味期限延長等の技術の開発BRAINNEDO経産省･農水
省カ．

仮想空間において、現実空間と同等以上の技術習得が可能となる職業訓練を実現するための技
術開発NEDONEDO法務省キ．

高機能防弾衣・防護衣の開発NEDONEDO警察庁ク．
移動中の車両等に搭載する衛星通信用アンテナの開発NEDONEDO警察庁ケ．

今回の
公募対象

p.12
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５．重複に関する留意事項

（１）同一テーマで、複数フェーズへ同時に提案することはできません

（２）同一提案者が、複数のテーマで提案することは可能です

（３）採択に至った場合でも、助成金の交付額は審査の結果及び予算
の制約等により、提案額から減額することがあります

「不合理な重複」、又は「過度の集中」が認められる場合には、採択を行わないことがあります。
また、それらが採択後に判明した場合には、採択取り消し又は減額することがあります。

他の競争的研究費や、その他の研究費の応募・受入状況、所属機関・役職に関する現況に
ついて、応募書類や共通システムに事実と異なる記載をした場合は、研究課題の不採択、採
択取消し又は減額配分とすることがあります。

p.13,35
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６．e-Radへの登録

e-Rad（府省共通研究開発管理システム）：
各府省で横断的に活用する研究開発管理に係るオンラインシステム

• e-Radへの登録が無い場合には、本公募の審査対象となりません

• 登録には日数を要する場合があるので、お早めに登録をお願いいたします

○ e-Rad ポータルサイト http://www.e-rad.go.jp/
○ e-Rad 利用可能時間帯：平日、休日共に0:00～24:00 
(国民の祝日及び年末年始も、利用可能です。ただし、サービス時間内であっても、
緊急のメンテナンス等により、サービスを停止する場合があります) 
○ e-Rad ヘルプデスク

電話番号： 0570-057-060 (フリーダイヤル) 
受付時間：平日9:00～18:00 ※国民の祝日及び年末年始を除く

p.19-20
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７．応募方法

受付期間：2023年3月31日(金)～2023年5月10日(水）正午迄
https://app23.infoc.nedo.go.jp/koubo/qa/enquetes/4q1s5i56dos9

全てのファイルを一つのzipファイルにまとめて提出
アップロードファイル名は半角英数字

【入力項目】
□ 研究開発課題番号
□ 事業の名称
□ 代表法人名称
□ 事業概要（200字～250字以内）
□ 利害関係者
□ 代表法人連絡担当者氏名：氏名・所属・役職名・電話番号・メールアドレス

p.14-15

提出先＜応募受付フォーム＞
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８．提出書類について

ダウンロードリンク
フェーズ１： https://www.nedo.go.jp/content/100958989.zip
フェーズ２： https://www.nedo.go.jp/content/100958995.zip

p.17-18

NEDOホームページからダウンロード提出形式提出書類名
1．提 案 書 ＜研究開発に関する情報＞

可Word1-1. 提案書（様式第1）
可Power Point1-2. 助成事業実施計画書

2．添付資料① ＜研究者に関する情報＞
e-RadページからダウンロードPDF2-1. e-Rad 応募内容提案書（※）

可PDF2-2. 主任研究者研究経歴書
可PDF2-3. その他の研究費の応募・受入状況
可PDF2-4. 利害関係の確認について

3．添付資料② ＜会社に関する情報＞
提案者書式にて提出PDF3-1. 直近３年分の決算報告書
原本をPDF化して提出PDF3-2. 全部事項証明書

可Excel3-3. 財務項目ファイル（資金調達に関する情報）

以下の資料をNEDOホームページからダウンロードして下さい。

（※）共同提案者も e-Rad への登録は必要となります。登録方法については、
「6．提出書類および提出期限と提出方法 (6) 府省共通研究開発管理システム(e-Rad)への登録」をご参照ください。
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８．提出書類について

SBIRで検索

“資料”まで下スクロール

提案フェーズの
資料をダウンロード
してください。



11

９．提案書（様式第１）について p.18-19

その他、記入上の不明点については、問い合わせ窓口宛にお問い合
わせください。

提案書作成にあたって
注１．提案書は、添付書類を含め、全て日本語で記載してください。
注２．提案書の項目を勝手に削除しないでください（ただし、本ページ及

び次ページ以降、青字・イタリック体で記入されている提案書
の注意事項及び記載例は、削除してください）。

注３．特に注意がない場合は、項目間の行間は、適宜変更してください。
注４．記入に際しては、簡潔明瞭を旨とし、提案書のボリュームが大きくな

らないよう配慮してください。
注５．提案書の作成にあたり記入上の注意（青字・イタリック体部

分）をよく読んでください。また、各項目の記載上のポイントにはア
ンダーラインを付けてありますので、これに沿って提案書を作成してく
ださい。

注６．提案書へは必ずページ番号を通しで記入してください。
注７．提案書の作成にあたり、公募要領を必ず確認してください。提案書

の記載内容について注意事項があります。
注８．共同提案の場合は、提案者ごとに本提案書を作成してください。
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１０．助成事業実施計画書について
＜注意事項＞
• 本資料に記載している項目に必要情報を入力し、「助成事業実施

計画書」を作成してください。
• フォーマットはあくまで例示であり、資料の体裁・分量を変えることは

自由ですが、各ページの記載ガイド（青字）について十分な言及が
ない場合は、審査において十分に評価されない可能性があります。
なお、事実・データ等の記載は、その出典を明記してください。

• 審査委員に公開したくない情報は、本提案書には記載しないでくだ
さい。ただし、審査委員の判断材料が不足する場合は審査結果に
影響する場合もありますのでご注意ください。

• 必要に応じて、参考資料（自由様式）を挿入してください。
• 応募にあたっては、公募要領及び交付規程をご覧ください。審査の

結果、採択され、事業を実施するには、これらの内容に同意いただく
ことが必要です。

その他、記入上の不明点については、「助成事業実施計画書
（作成要領）」をご確認下さい。作成要領で確認できなかった
内容については、問い合わせ窓口宛にお問い合わせください。
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１１．その他の研究費の応募・受入状況について

その他の研究費
研究代表者・研究分担者が、現在受けている、あるいは申請中・申請予定の公的

資金を除くその他の研究費の状況を記入してください。ただし、既に締結済の秘密保持
契約等の内容に基づき提出が困難な場合など、やむを得ない事情により提出が難しい
場合は、エフォートのみ提出でも可能です。この場合においても必要に応じて所属機関に
照会を行うことがあります。

その他の研究費の範囲
競争的研究費の適正な執行に関する指針において「所属する機関内において配分さ

れるような基盤的経費又は内部資金、商法で定める商行為及び直接又は間接金融に
よる資金調達を除く」、とされています。

民間企業については、会社法第５条において、会社がその事業としてする行為及びそ
の事業のためにする行為は商行為であるとする、と規定されています。従って、民間企業
同士の共同研究や受託開発などは商行為に該当し、指針における「その他研究費」に
は含まれません。

また、民間企業が社債・株式を発行して、証券市場を通じて調達した資金や、銀行
などの金融機関からの借り入れで調達した資金も、「その他研究費」には含まれません。

その他、記入上の不明点については、「2-3.その他の研究費の
応募・受入状況」をご確認下さい。作成要領で確認できなかっ
た内容については、問い合わせ窓口宛にお問い合わせください。
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１２．利害関係について p.16

利害関係者の定義について
１ 規程

NEDOでは、NEDO技術委員・技術委員会等規程（平成15年度規程第63号）
（以下、規程という。）第25条及び第32条それぞれの第2項において、利害関係者
を次のとおり規定しています。

【規程抜粋】
２ 利害関係者の範囲は、次の各号に定める通りとする。

一 審査を受ける者と親族関係にある者
ニ 審査を受ける者と大学・研究機関において同一の学科・研究室等又は同一の企

業に所属している者
三 審査を受ける者が提案する課題の中で研究分担者若しくは共同研究者となって

いる者又はその者に所属している者
四 審査を受ける者が提案する課題と直接的な競争関係にある者又はその者に所

属している者
五 その他機構が利害関係者と判断した者

上記の定義に当てはまる利害関係者をご記入ください。

その他、審査委員にも利害関係者に該当するかを確認いただくため、
技術的なポイントについて、競合関係を特定することが可能と考え
る技術的なポイントを問題ない範囲でご記入ください。



15

1３．今後のスケジュール（予定）

日 程内 容
3月31日(金)公募開始
4月12日(水)公募説明会
５月10日(水)正午公募締切
5月下旬～6月中旬(予定)事前審査（書面審査）
6月下旬(予定、対象者のみ) 事前審査（プレゼンテーション審査）
7月上旬(予定)契約・助成審査委員会
7月上旬(予定)助成先の決定
7月中旬(予定、対象者のみ)採択・不採択通知の発出
9月（予定）事業開始

本日

p.23
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お問い合わせ先
ＮＥＤＯイノベーション推進部

プラットフォームグループ
sbir-r3@nedo.go.jp

ご不明点は上記メールにてお問い合わせください
2023年4月26日(水)まで問い合わせを受け付けております

公募要領
・研究開発課題1～ 6 : https://www.nedo.go.jp/content/100958993.pdf


